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荻
島
地
区
の
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」 

加
藤
幸
一 

雄
山
閣
発
行
の
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
を
も
と
に
作
成
し
た
。 

（ 

）
内
の
文
字
及
び
※
の
文
章
は
、
加
藤
が
加
筆
し
た
。 

※
荻
島
地
区
は
、
江
戸
時
代
の
長
島

な
が
し
ま

、
西
新
井

に

し

あ
ら

い

、
小
曽
川

お

そ

が

わ

、
荻
島

お
ぎ
し
ま(

大
字

お
お
あ
ざ

南
み
な
み

荻
島
）、
野
島

の

じ

ま

、
後

う
し
ろ

谷や(

大
字
北き

た

後
谷)

、 
 

砂
原

す
な
は
ら

の
村
々
か
ら
な
る
。 

 ○
長
島

な
が
し
ま

村 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
岩
槻
領
に
属
す
る
。 

長
島
村
も
江
戸
よ
り
の
行
程
前ぜ

ん

村そ
ん

（
※
１
）
に
同
じ
、
民み

ん

戸こ

十
四
（
戸
）、
南
は
越こ

し

巻ま
き

村
、
西
は
鉤
上

か
ぎ
あ
げ

新
田
、
東

北
の
二ふ

た

方か
た

は
西
新
井

に

し

あ
ら

い

村
な
り
、
東
西
五
六
町
、
南
北
二
町
余

あ
ま
り

、
当
村

古
い
に
し
え

ハ
西
新
井
新
田
と
唱
へえ

し
を
、
元
禄
八

年
（
一
六
九
五
）、
酒
井
河
内

か
わ
ち
の

守か
み

検
地
し
て
一
村
と
な
し
、
今
の
如
く
村
名
を
（
長
島
村
と
）
改
め
、
同
十
年
よ
り

御
料

ご
り
ょ
う

と
な
り
、
其そ

の

後
（
岩
付
城
主
と
な
っ
た
）
永
井
伊
豆

い

ず

の

守か
み

に
賜

た
ま
わ

り
し
が
、
宝
永
年
中
（
一
七
〇
四
～
一
〇
）
、

上
た
て
ま
つ

り
て
御
料
に
復
し
、
今
も
し
か
り
、 

高
札
場

こ
う
さ
つ
ば 

村
の
西
に
あ
り
（
※
２
） 

小
名

こ

な 

寺
浦
（
※
３
）
、
中
通
、
水
持
上
、
水
持
下
、
道
西 

綾
瀬

あ

や

せ

川 が
わ 

村
の
東
南
を
流
る
、
川
幅
十
間
許

ば
か
り

、
川
に
添そ

い

て
つ
ゝ
み
（
堤
）
あ
り
、 

稲
荷
社
（
※
４
） 

村
の
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

な
り
、
萬
蔵
寺

ま

ん

ぞ
う

じ

持も
ち

、 

末
社

ま
っ
し
ゃ 

 

天
神

て
ん
じ
ん 

 

疱
瘡

ほ
う
そ
う

神 が
み 

萬
蔵
寺

ま
ん
ぞ
う
じ 

新
義
真
言
宗

し
ん
ご
ん
し
ゅ
う

、
末
田
村

す

え

だ
む

ら

金
剛
院
末ま

つ

、
長
嶋
山
と
号
す
、
本
尊
十
一
面
観
音
を
安
置
せ
り
、 

〇
大
覚
院

だ
い
か
く
い
ん

（
※
５
） 

本
山
修
験

し
ゅ
げ
ん

、
葛
飾
郡
幸
手

さ

っ

て

不
動
院
配
下
な
り
、
本
尊
不
動
を
安
ぜ
り
（
安 

置
し
た
） 

※
１
．「
前
村
」
と
は
「
雄
山
閣
」
発
行
の
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
の
原
文
で
は
「
鉤
上
新
田
」
を
さ
す
が
、
さ

ら
に
そ
の
前
の
村
は
「
鉤
上
村
」、
鉤
上
村
の
項
に
は
行
程
が
「
七
里
余
」
と
な
っ
て
い
る
。 

※
２
．
か
つ
て
の
岩
槻
道
の
道
路
か
ら
長
島
村
名
主
の
内
山
家
に
入
る
細
い
道
の
南
側
の
岩
槻
道
に
面
し
た
角
地

は
地
元
で
「
高
札
場
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
こ
こ
に
は
高
札
が
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

※
３
．「
寺
浦
」
は
、「
萬
蔵
寺
」(

内
山
太
郎
右
衛
門
家
の
北
西
隣
に
あ
っ
た)

の
裏
の
地
域
を
指
す
と
い
う
。 

※
４
．
稲
荷
社
は
、
内
山
家
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
自
宅
の
西
側
に
あ
っ
た
と
い
う
。 

※
５
．
大
覚
院
は
、
明
治
８
年
の
「
郡
村
誌
」
に
よ
る
と
、「
古
跡 

万
蔵
寺
大
覚
院
廃
跡 

村
の
西
北
に 

 
 
 

あ
り
、
明
治
八
年
中
、
廃
し
、
今
は
村
民
の
宅
地
と
な
る
」
と
、
記
載
さ
れ
て
い
る
。
村
の
北
西
と 

い
う
こ
と
か
ら
、
萬
蔵
寺
の
敷
地
内
に
大
覚
院
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
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[

内
山
家
周
辺
の
様
子]

長
島
村
内
山
家
文
書
の
絵
図
に
よ
る
と
、
長
島
村
名
主
の
内
山
家
の
北
西
側
隣
り
の 

空
地
に
は
、
江
戸
時
代
に
萬
蔵
寺
（
内
山
家
側
）
と
長
島
村
鎮
守
の
稲
荷
社
（
か
つ
て
の
「
岩
槻
道
」
道
路
側
） 

が
隣
同
士
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

           

 

 

長島村内山家文書 12-3a 長島村絵地図（部分）絵図解読は加藤幸一 
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〇
西
新
井

に
し
あ
ら
い

村 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
岩
槻
領
に
属
す
る
（
※
１
）。 

西
新
井
村
は
江
戸
よ
り
行
程
七
里
余

あ
ま
り

、
東
西
も
南
北
も
径わ

た

り
十
一
町
余
に
し
て
、
東
は
神
明

し
ん
め
い

下し
た

村
、
南
は
長
島

な
が
し
ま

村
、
西
は
鉤
上

か
ぎ
あ
げ

新
田
、
北
は
鉤
上
・
後

う
し
ろ

谷や

の
二
村
な
り
、
家
数
七
十
四
、
当
村
、（
家
康
の
）
御
入
国
（
天
正
十

八
年
）
の
後
、
御
料
所
（
幕
府
の
直
轄
地
）
な
り
し
が
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）、
土
屋
相
模

さ
が
み
の

守か
み

（
※
２
）
が
領

地
に
賜た

ま

はわ

り
、
後
、
上あ

が

り
て
（
御
料
と
な
る
）、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）、（
岩
付
城
主
）
小
笠
原
佐さ

渡
守

ど
の
か
み

に
賜た

ま

はわ

り
、
是こ

れ

も
宝
暦

ほ
う
れ
き

六
年
（
一
七
五
六
）
、
上あ

が

り
て
御
料
と
な
り
、
同
年
、
地
を
裂さ

き

て
、(

岩
付
城
主)

大
岡
出
雲

い
ず
も
の

守か
み

に

賜た
ま

はわ

り
し
よ
り
今
は
御
料
及
び
大
岡
主し

ゅ

膳ぜ
ん

正
の
か
み

が
領
地
入
会
り
（
※
３
）、
検
地
は
前
村
に
異こ

と

な
ら
ず
（
同
じ
※
４
）、 

高
札
場

こ
う
さ
つ
ば 

村
の
北
に
あ
り
、 

小
名

こ

な 

堀 ほ
り

ノ
内 う

ち

、
立
野

た

て

の

、
前
谷

ま

え

や

、
土
合

ど

あ

い

、
外
谷

そ

と

や

、
西
前

に
し
ま
え

（
※
５
） 

石
神
社
（「
石
神
井

い

し

が

み

い

社
」
の
誤
字
） 

村
の
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

な
り
、 

 
 

○
天
神
社 

稲
荷
社
二
宇 う 

以
上
四
社
普
門
院

ふ

も

ん
い

ん

の
持も

ち

、 

普
門
院

ふ

も

ん

い

ん

（
※
６
） 

新
義
真
言
宗
、
末
田
村

す

え

だ
む

ら

金
剛
院
末ま

つ

、
月
照
山
と
号
す
、
本
尊
十
一
面
観
音
を
安
ぜ
り
（
安
置

し
た
）、 

〇
西
教
院

さ
い
き
ょ
う
い
ん 

浄
土
宗
越
ヶ
谷
宿
天て

ん

嶽
寺

が

く

じ

末ま
つ

、
日
照
山
光
明
寺
と
号
す
、
開
山
誠
蓮
社
法ほ

う

誉よ

、
元
亀

げ

ん

き

三

年
（
一
五
七
三
）
二
月
七
日
寂

じ
ゃ
く

す
、
本
尊
弥
陀

み

だ

を
安
ぜ
り
、
鐘
楼

し
ょ
う
ろ
う 

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
鋳
造
ノ

鐘
ヲ
カ
ク
（
懸か

く
）、 

八
幡
社 

稲
荷
社 

 

○
正
覚

し
ょ
う
が
く

庵あ
ん

（
※
７
） 

西
教
院
の
末ま

つ

な
り
、
蓮
正
庵 

同
（
西
教
院
）
末ま

つ

な
り
、 

 

※
１
．
秦
野
秀
明
氏
著
【
寛
文
二
年(

一
六
六
二)

二
月
二
十
二
日
以
降
の
「
越
ヶ
谷
領
内
」
土
屋
領
の
変
遷
】
に 

よ
る
と
、「
土
浦
市
史
附
録
に
よ
れ
ば
、（
略
）
土
屋
氏
の
領
地
と
し
て
、
寛
文
四
年(

一
六
六
四)
に
は
、
荻
島 

村
、
西
新
井
村
、
末
田
村
、
砂
原
村
、
小
曽
川
村
、
後
谷
村
、
野
島
村
、
越
巻
村
の
八
ヶ
村
」
と
の
記
載
が 

あ
り
、
少
な
く
と
も
寛
文
年
間
ま
で
は
、
越
ヶ
谷
領
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。 

※
２
．【
寛
文
二
年
以
降
の
土
屋
領
の
変
遷
】
に
よ
る
と
土
屋
但
馬
守
の
誤
り
で
あ
る
と
い
う
。 

 
 

大
名
の
土
屋
但
馬
守
数か

ず

直な
お

の
と
き
に
寛
文
二
年
に
御
料
所
か
ら
領
地
を
得
て
い
る
。
な
お
そ
の
子
で
あ
る 

政ま
さ

直な
お

が
相
模
守
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
そ
の
三
年
後
の
寛
政
五
年
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
相
模
守
は
明
ら
か
な 

誤
り
と
い
え
る
。
な
お
数
直
や
政
直
の
よ
う
な
諱

い
み
な

は
、
軽
々
し
く
人
前
で
呼
ぶ
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ 

ん
。
但
馬
守
と
か
相
模
守
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
し
た
。
こ
こ
で
は
あ
え
て
諱
を
付
け
ま
し
た
。 

※
３
．「
入
会
り
」
は
「
い
り
あ
え
り
」
と
読
む
の
か
。 

※
４
．「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
の
原
文
は
「
西
新
井
村
」
の
前
は
「
谷や

中な
か

村
」、
谷
中
村
の
項
に
は
、 

「
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
酒
井
河
内
守
検
地
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

※
５
．「
西
前
」
は
地
元
の
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、「
西
新
井
村
前ま

え

谷や

」
の
略
称
で
あ
る
と
い
う
。 

※
６
．
真
言
宗
の
「
普
門
院
」
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

 
 

明
治
八
年
の
「
埼
玉
郡
村
誌
」
の
中
の
「
西
新
井
村
」
の
項
目
に
は
「
普
門
院
正
覚
庵
蓮
正
庵
跡 
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明
治
八
年
中
廃
す
、
今
は
宅
地
墓
地
等
と
な
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

即
ち
、
明
治
初
年
の
仏
教
排
撃
運
動
（
廃
仏
毀
釈
）
に
係
わ
り
、
普
門
院
・
正
覚
庵
・
蓮
正
庵
等
の
跡
、 

明
治
八
年
の
内
ま
で
に
廃
止
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。 

※
７
．
正
覚
庵
は
、
地
元
で
は
現
在
の
西
組
自
治
会
館
が
浄
土
宗
の
西
教
院
の
末
寺
で
あ
る
「
正
覚
庵
」
と
呼
ば

れ
た
寺
院
跡
地
で
あ
る
と
い
う
。 

  

○
小
曽
川

お

そ

が

わ

村 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
岩
槻
領
に
属
す
る
（
※
１
）。 

 

小
曽
川
村(

※
２)

は
江
戸
よ
り
行
程
八
里
、
東
は
砂
原
村
、
西
は
野
島
村
、
南
は
鉤か

ぎ

上あ
げ

村
、
北
は
元
荒
川
を
隔へ

だ

て

対
岸
は
三
之
宮
村

さ
ん
の
み
や
む
ら

な
り
、
さ
れ
ど
地
境

じ
さ
か
い

犬け
ん

牙が

（
※
３
）
し
た
れ
ば
、
四
方
の
広
狭

こ
う
き
ょ
う

は
定
か
に
云い

い

が
た
し
、
民み

ん

戸こ

六

十
二
、
元
荒
川

も
と
あ
ら
か
わ

の
水
を
引ひ

き

て
川
水
と
す
、
当
村

古
い
に
い
え

よ
り
御
料
所

ご
り
ょ
う
し
ょ

た
り
し
に
（
※
４
）、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）、

地
を
裂さ

き

て
武
蔵
孫ま

ご

之の

丞
じ
ょ
う

・
高
林
源
右
衛
門
、
同
十
三
年
、
芝
山
小
左
衛
門
に
賜た

ま

はわ

り
、
今
に
御
料
及
び
武
蔵
定
五

郎
・
高
林
健
次
郎
・
芝
山
小
兵
衛

こ

へ

え

等
が
知
る
（
※
５
）
所
な
り
、
検
地
は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
の

改
あ
ら
た
め

な
り

と
云い

う

、 

高
札
場

こ
う
さ
つ
ば 

村
の
東
に
あ
り 

慈 じ

眼
寺

げ

ん

じ

（
※
６
） 

禅
宗
曹そ

う

洞と
う

派
、
野
島
村
浄
山
寺
末ま

つ

、
本
尊
は
阿
弥
陀
を
安
ず
（
安
置
し
た
）、 

 

 

〇
西
福
院

さ
い
ふ
く
い
ん

（
※
７
） 

新
義
真
言
宗
、
末
田
村
金
剛
院
の
門
徒
、
本
尊
は
不
動
な
り
、 

 

阿
弥
陀
堂 

久 ひ
さ

伊
豆
社

い

ず

し

ゃ 
 

当
村
（
小
曽
川
村
）
及

お
よ
び

砂
原
村
の
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

と
す
、
古

い
に
し

へえ

爰こ
こ

は
砂
原
村
の
地
内
な
り
（
※
８
）
と
云い

う

、 

○
花
蔵
院

け
ぞ
う
い
ん

（
※
９
） 

同
寺
の
門
徒
な
り
、
本
尊
は
前
寺(

慈じ

眼
寺

げ

ん

じ

と)

同
じ
（
阿
弥
陀
）
、 

天

神
社 

旧
家
者

き
ゅ
う
か
し
ゃ(

※
10)

兵
吉 

中
嶋
を
氏
と
す
、
古
は
小
曽
川
氏(

※
11)

に
て
、
祖
先
を
小
五
郎

こ

ご

ろ

う

と
呼
ぶ
、
古
文
書
等

も
あ
り
し
が
、
中
古

ち
ゅ
う
こ

失
へえ

り
と
云い

う

、
按あ

ん

に
小
曽
川
小
五
郎
は
、
岩
槻
太
田
氏
に
仕
へえ

し
も
の
な

る
に
や
、
今
郡
中
、
村
国

む
ら
く
に

村む
ら

名
主
伴
蔵
が
所
蔵
、
岩
槻
よ
り
出
せ
し
と
云い

う

、
永
禄
六
年
（
一
五

六
三
）、
虎
松
丸
な
る
も
の
よ
り
与
へえ

し
文
書

も
ん
じ
ょ

に
、
小
曽
川
小
五
郎
殿
と
載
せ
た
り
、
こ
れ
当
家

（
中
嶋
家
）
へ
与
へえ

る
も
の
な
る
を
、
後
い
か
な
る
ゆ
へえ

に
や
、
他
の
家
に
渡
り
し
も
の
な
ら

ん
、
文
書

も
ん
じ
ょ

の
全
文
は
村
国
村
の
条
下

じ
ょ
う
か

（
※
12
）
に
い
た
し
た
れ
ば
、
あ
はわ

せ
見
る
べ
し
、 

 

※
１
．
岩
槻
領
の
前
は
越
ヶ
谷
領
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
西
新
井
村
の
※
１
を
参
照
。 

※
２
．「
小
曽
川
」
は
、
明
治
８
年
の
「
郡
村
誌
」
で
は
「
こ
そ
が
はわ

」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
。
当
時 

「
こ
そ
か
わ
」
と
呼
ば
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
地
元
で
は
「
お
そ
が
わ
」
と
呼
ば
れ
て
き
て
い
る
。 

※
３
．
犬
牙
と
は
、
食
い
違
い
、
互
い
に
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
入
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。 

※
４
．
「
古
よ
り
御
料
所
た
り
し
に
」
は
誤
り
と
い
う
。
西
新
井
村
の
（
※
１
）
を
参
照
。
土
屋
但
馬
守
の
領
地
。 

※
５
．「
知
る
」
は
、
こ
こ
で
は
「
治
め
る
」
の
意
味
で
あ
る
。 

※
６
．
慈
眼
寺
は
、
小
曽
川
の
久
伊
豆
神
社
の
道
を
挟
ん
だ
西
隣
の
現
在
の
共
同
墓
地
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 



5 

 

※
７
．
西
福
院
の
所
在
地
は
不
明
。 

※
８
．
小
曽
川
村
は
、
元
々
は
砂
原
村
の
一
部
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
小
曽
川
村
に
あ
る
久
伊
豆
社
は 

砂
原
村
の
鎮
守
で
も
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
小
曽
川
村
が
砂
原
村
の
一
部
で
あ
っ
た
と
き
に
、
砂
原
村
の
鎮

守
で
あ
り
、
後
に
砂
原
村
か
ら
小
曽
川
村
が
独
立
し
た
以
降
に
な
る
と
、
砂
原
村
の
鎮
守
が
小
曽
川
村
の
鎮

守
と
も
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
砂
原
村
の
鎮
守
は
新
た
に
現
在
の
大
砂
橋
の
そ
ば
に
あ
る
久

伊
豆
社
に
移
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

※
９
．
花
蔵
院
の
所
在
地
は
不
明
。 

※
10
．「
旧
家
」
と
は
久
し
く
続
い
て
き
た
家
柄
と
い
う
意
。
旧
家
者
の
読
み
方
は
「
き
ゅ
う
か
し
ゃ
」
か
。 

※
１１
．
小
曽
川
村
の
旧
家
（
名
主
の
家
柄
か
）
は
中
嶋
氏
で
あ
る
が
、
小
曽
川
村
の
名
前
の
由
来
は
、
中
嶋
氏 

よ
り
も
さ
ら
に
古
い
、
小
曽
川
氏
の
名
前
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
。 

※
12
．「
条
下
」
と
は
、
文
章
の
該
当
す
る
部
分
。
そ
の
箇
所
。（
小
学
館
の
「
日
本
国
語
大
辞
典
」） 

  

〇
荻
島

お
ぎ
し
ま

村 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
越
ヶ
谷
領
に
属
す
る
。 

 

荻
島
村
は
江
戸
よ
り
六
里
半
を
隔へ

だ

つ
、
民み

ん

戸こ

百
三
十
一
、
東
は
元
荒
川
を
限

く
ぎ
り

て
、
大
森
（
「
大
林

お
お
ば
や
し

」
の
誤
字
）・

大
房

お
お
ふ
さ

の
二
村
、
南
は
神
明
下し

た

村
、
西
は
砂
原

す
な
は
ら

村
、
北
は
同
村
及
び
元
荒
川
を
隔
て
、
大
竹

お
お
た
け

・
袋
山

ふ
く
ろ
や
ま

の
二
村
な
り
、

東
西
十
町
、
南
北
十
六
町
許

ば
か
り

、
用
水
は
須
賀
村

す

か

む

ら

溜た
め

井い

を
引ひ

き

用も
ち

ゆ
、
当
所
も

古
い
に
し
え

よ
り
御
料
所

ご
り
ょ
う
し
ょ

な
り
し
が
（
※
１
）、

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）、
地
を
裂さ

き

て
、
大
河
内
金
兵
衛
・
天
野
彦
兵
衛
・
矢
頭
権ご

ん

左
衛
門
に
分
ち
賜た

ま

ひい

し
よ
り
、

今
其そ

の

子
孫
大
河
内
金
之
丞

き
ん
の
じ
ょ
う

・
天
野
彦
兵
衛
・
矢
頭
左
近

さ

こ

ん

等
が
采
地

さ

い

ち

（
領
地
）、
余

あ
ま
り

は
御
料
所
な
り
、
検
地
は
寛
永

六
年
（
一
六
二
九
）
九
月
、
村
松
忠
兵
衛
・
鈴
木
八
右
衛
門
等
の

改
あ
ら
た
め

な
り
、
又
後
年

こ
う
ね
ん

開
き
し
新
田
二
ヶ
所
あ
り
、

延
宝

え
ん
ぽ
う

元
年
（
一
六
七
三
）、
岡
田
五
郎
太
夫
、
寛か

ん

延え
ん

三
年
（
一
七
五
〇
）、
塩
谷
八
太
夫
・
岩
松
直
右
衛
門
検
地
し
、

共
に
高
入

た
か
い
り

と
な
り
て
御
料
に
属
せ
り
、 

高
札
場

こ
う
さ
つ
ば

三
ヶ
所 

村
の
東
・
南
・
北
の
三
方
に
あ
り
、 

 

小
名

こ

な 

堤
つ
つ
み

根 ね

組
、
野
会

の

あ

い

組
、
野
中

の

な

か

組
（
※
２
）
、
中 な

か

組
、
下
手

し

た

て

組 

元
荒
川

も
と
あ
ら
か
わ 

村
の
北
よ
り
東
を
流
る
、
川
幅
十
七
間
よ
り
三
十
一
間
に
至
る
、

古
い
に
し
え

は
北
の
方か

た

、
山
村
を
隔へ

だ

て
流
れ

し
が
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）、
今
の
地
に
（
ま
っ
す
ぐ
に
）
掘ほ

り

替か
え

あ
り
し
と
云い

う

（
※
３
）、
川
に 

添そ
い

て
水
除

み
ず
よ
け

の
堤

つ
つ
み

を
設も

う

く
、 

稲
荷
社
（
※
４
） 

村
の
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

と
す
、
玉

ぎ
ょ
く

泉せ
ん

院い
ん

持も
ち

、
下し

た

（
熊
野
社
）
同
じ
、 

 

○
熊
野
社 

玉
泉
院 

新
義
真
言
宗
、
末
田
村

す

え

だ
む

ら

金
剛
院
末ま

つ

、
稲
荷
山
と
号
し
、
本
尊
弥
陀
を
安
ず
（
安
置
し
た
）、 

 

○
西
蔵
院

さ
い
ぞ
う
い
ん

（
※
５
） 

同
宗
、
同
（
新
義
真
言
宗
）
門
徒
、
下
二
ヶ
寺
共
に
同
じ
、
本
尊
も
前
（
玉
泉

院
）
に
同お

な

じ

き
（
マ
マ
）

な
り
、 

 

○
馬
頭
院

ば
と
う
い
ん

（
※
６
） 

本
尊
前ま

え

（
西
蔵
院

さ
い
ぞ
う
い
ん

）
に
同
じ
（
阿
弥
陀
） 

諏
訪
社 

 
 

○
明
王

み
ょ
う
お
う

院
（
※
７
） 

本
尊
不
動
を
安
ず
、 

愛
宕
社

あ
た
ご
し
ゃ 

 

観
音
堂 
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※
１
．「

古
い
に
し
え

よ
り
御
料
所

ご
り
ょ
う
し
ょ

な
り
し
が
」
は
誤
り
で
、
土
屋
氏
領
地
で
あ
っ
た
。
西
新
井
村
の
※
１
を
参
照
。 

※
２
．
野
中
の
由
来
は
、
西
の
方
に
広
大
な
野
中
沼
が
広
が
っ
て
い
た
か
ら
と
伝
わ
る
。
岩
槻
の
大
門
と 

新
方
地
区
の
船
渡
と
の
軍
勢
が
野
中
沼
で
争
い
が
起
き
た
と
の
古
い
言
い
伝
え
が
あ
っ
て
、
争
い
の 

時
に
沈
ん
だ
と
思
わ
れ
る
船
の
帆
柱
も
地
中
に
埋
も
れ
て
い
た
と
い
う
。
真
実
の
程
は
わ
か
ら
な
い
。 

※
３
．
荻
島
村
北
部
の
元
荒
川
の
掘
り
替
え 

荻
島
村
の
一
部
は
、
こ
こ
元
荒
川
の
左
岸
に
も
あ
る
。
元
荒
川
は
、
か
つ
て
袋
山
村
を
取
り
囲
む 

 
 

よ
う
に
し
て
曲
流
し
て
い
て
、
荻
島
村
と
袋
山
村
（
と
も
に
越
ヶ
谷
領
）
と
は
陸
続
き
で
あ
っ
た
。 

 
 

し
か
し
、
元
荒
川
が
真
っ
直
ぐ
に
流
れ
る
よ
う
に
と
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
直
流
の
新
川
作
り 

を
始
め
、
翌
年
に
荻
島
村
北
部
の
野
合

の

あ

い

に
新
川
が
完
成
し
た
。
荻
島
村
の
一
部
が
新
川
に
よ
っ
て
分
断 

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
荻
島
村
の
分
断
さ
れ
た
野
合
は
俗
に
「
締
切
部
落
」
と
も
呼
び
、
元
荒
川
右
岸
の 

内う
ち

野
合

の

あ

い

と
左
岸
の
外そ

と

野
合
と
に
分
か
れ
た
。
現
在
の
締
切
橋
の
両
岸
の
地
域
で
あ
る
。
内
野
合
と
外 

野
合
と
の
行
き
来
は
渡
し
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

※
４
．
稲
荷
社
は
文
教
大
学
の
北
西
方
向
に
あ
る
。
現
在
は
「
五
社
稲
荷
神
社
」
と
呼
ん
で
い
る
。 

※
５
．
西
蔵
院
は
地
元
で
は
「
せ
い
ぞ
う
い
ん
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
野
中
自
治
会
館
の
西
側
に
流
れ
る
堀 

（
江
戸
時
代
の
末
田
用
水
路
が
流
れ
て
い
た
名
残
）
の
右
岸
（
西
側
）
そ
ば
に
あ
っ
た
。
現
在
み
ら
れ 

る
畑
地(

北
緯
35
・
91
度
、
東
経
139
・
76
度)

が
そ
の
一
部
で
あ
る
。 

※
６
．
馬
頭
院
は
現
在
元
荒
川
の
北
側
の
野
合
自
治
会
館
に
あ
る
が
、
古
い
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
野
中
自
治
会 

館
及
び
そ
の
北
側
一
帯
に
は
馬
頭
院
が
あ
っ
た
所
と
伝
え
ら
れ
、
こ
こ
が
本
来
の
馬
頭
院
で
あ
り
、
そ
こ
に 

は
多
く
の
僧
兵
が
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
真
実
の
程
は
わ
か
ら
な
い
が
、
も
し
そ
れ
が
事
実
な
ら
江
戸 

時
代
以
前
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
現
在
こ
の
地
に
は
薬
師
堂
が
あ
る
。 

※
７
．
明
王
院
は
、
中
組
集
会
所
周
辺
か
ら
道
路
を
隔
て
た
一
四
二
三
番
地
あ
た
り
ま
で
あ
っ
た
。 

  

○
野
島

の

じ

ま

村 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
越
ヶ
谷
領
に
属
す
る 

野
島
村
は

古
い
に
し
え

岩
槻
領
と
唱
ふ
、
江
戸
よ
り
の
行
程
、
前
村
（
袋
山
村
）
に
同
じ
（
七
里
）、
民み

ん

戸こ

十
九
、
東
は

小
曽
川

お

そ

か

わ

村
、
南
は
鉤か

ぎ

上あ
げ

村
、
西
は
末
田

す

え

だ

村
、
北
は
元
荒
川
を
隔へ

だ

て
ゝ
三
之
宮

さ

ん

の
み

や

村
な
り
、
東
西
三
町
、
南
北
七
町
許

ば
か
り

、

用
水
は
須
賀

す

か

村
溜た

め

井い

を
引
用

ひ
き
も
ち

ゆ
、
こ
ゝ
も
古
く
よ
り
御
料
（
御
料
所
）
な
り
し
が
（
※
１
）、
元
禄
十
一
年
（
一
六

九
八
）
五
月
、
蜂
屋
半
之
丞

は
ん
の
じ
ょ
う

・
前
田
五
左
衛
門
二
人
に
賜た

ま

ひい

、
今
も
其そ

の

子
孫
、
半
之
丞
・
五
左
衛
門
が
采
地

さ

い

ち

（
領

地
、
知
行
所
）
な
り
、
検
地
は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
九
月
糺た

だ

す
（
改
め
直
す
）、 

高
札
場 

村
の
西
に
あ
り 

元
荒
川 

村
の
北
を
流
る
、
川
幅
二
十
八
間
許

ば
か
り

、
川
に
添
て
堤
を
設も

う

く
、 

久
伊
豆
社 

村
の
鎮
守
と
す
、
村
民
の
持も

ち

な
り
、 

末
社

ま
っ
し
ゃ 

稲
荷 

疱
瘡

ほ
う
そ
う

神が
み 

浄
じ
ょ
う

山
寺

さ

ん

じ 

禅
宗
曹そ

う

洞と
う

派
、
足
立
郡
里
村

さ
と
む
ら

（
旧
・
鳩
ケ
谷
市
内
）
法
性
寺

ほ
う
し
ょ
う
じ

末ま
つ

（
末
寺
）
、
野
嶋
山
と
号
す
、
当
寺
は

貞
じ
ょ
う

観が
ん

二
年
（
八
六
〇
）、
慈じ

覚か
く

大
師

だ

い

し

（
円
仁

え
ん
に
ん

）
の
建
立

こ
ん
り
ゅ
う

に
て
、
本
尊

ほ
ん
ぞ
ん

延
命
地
蔵
の
立
像

り
ゅ
う
ぞ
う

、
長

な
が
さ

四
尺

し
し
ゃ
く

余
あ
ま
り

、
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則
す
な
わ
ち

大
師
の
作さ

く

な
り
と
伝
へえ

云い
う

、
天て

ん

正
し
ょ
う

年
中
（
一
五
七
三
～
一
五
九
二
）
迄
、
天
台
宗
に
て
慈じ

福
寺

ふ

く

じ

と
号
し
、
時
の
住

じ
ゅ
う

僧そ
う

を
明
山

み
ょ
う
ざ
ん

（
※
２
「
震し

ん

龍
り
ゅ
う

」
の
誤
り
）
と
云い

う

、
此こ

の

頃
（
震し

ん

龍
り
ゅ
う

が
住
職
の
時
）、
里

村
法
性
寺
四
世
震し

ん

龍
り
ゅ
う

（
※
３
）「
四
世
明
山
」
の
誤
り
）、
当
寺
に
勤
学
せ
し
が
、
東
照
宮
（
東
照
神

君
、
家
康
）
越
ヶ
谷
辺

あ
た
り

御
放ほ

う

鷹よ
う

（
鷹
狩
り
）
の
時
（
※
４
）
、
本
尊
（
※
５
） 

を
霊
験

れ
い
げ
ん

を
聞き

こ

し
召
さ

れ
、
寺
領

じ
り
ょ
う

三
石

さ
ん
ご
く

の
御
朱
印
を
賜た

ま

はわ

り
、
此こ

の

地ち

霊
に
し
て
山や

ま

鬱う
つ

密み
つ

と
し
て
浄き

よ

し(

鬱
蒼
と
し
て
清
ら
か)

と
、

上
じ
ょ
う

意い(

将
軍
の
命
令)

あ
り
て
今
の
寺
号

じ

ご

う

を
命
ぜ
ら
る
ゝる

と
云
、
又
僧
震
龍(

「
明
山
」
の
誤
り)

御
帰
依

き

え

あ
る
を
も
て
明
山(
「
震
龍
」
の
誤
り)

の
後ご

住
じ
ゅ
う(

後
の
住
僧)

と
な
し
、
（
明
山
は
）
曹
洞
派
に
改
め
、

中
興

ち
ゅ
う
こ
う

（
※
６
）
と
す
、
今
本
尊
を
片
目
地
蔵
と
唱
ふう

、
信
仰
す
る
も
の
多
し
、 

寺
宝

じ

ほ

う 
 

錫
し
ゃ
く

杖
じ
ょ
う 

古
色

こ
し
ょ
く

の
も
の
な
り
、
其
来
由

ら

い

ゆ

定さ
だ

か
な
ら
ず 

 

鐘
楼

し
ょ
う
ろ
う 

延
享

え
ん
き
ょ
う

三
年
（
一
七
四
六
）
鋳
造
の
鐘
を
か
く

(

掛
く
） 

久
伊
豆
社 

 
千せ

ん

地
蔵
堂 

 
 

〇
常
福
寺
（
※
７
） 

新
義
真
言
宗
、
末
田
村
金
剛
院
の
門
徒
、
熊
野
山
と
号
し
、
本
尊
観
音
、 

熊
野
社 

 

天
神
社 

 

※
１
．「
古
く
よ
り
御
料
な
り
し
が
」
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
。
土
屋
領
で
あ
っ
た
。
西
新
井
村
の
※
１
を
参
照
。 

※
２
．
明
山
は
、
震し

ん

龍
り
ゅ
う

の
誤
り
か
。
震
龍
と
明
山
を
取
り
違
え
て
い
る
よ
う
だ
。 

 
 
 

明
山

み
ょ
う
ざ
ん

と
は
明
山
長
清

ち
ょ
う
せ
い

。
明
山
の
没
年
は
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
八
月
十
日
。 

 
 
 

明
山
は
無
住
と
な
っ
て
い
る
慈じ

福
寺

ふ

く

じ

（
現
・
浄
山
寺
）
に
里さ

と

村
の
法
性
寺

ほ
う
し
ょ
う
じ

よ
り
勉
学
に
来
て
、
震し

ん

龍
り
ゅ
う 

 
 
 

の
後
を
受
け
継
い
で
慈
福
寺
の
住
職
と
な
る
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
の
「
口
伝

く

で

ん

諸
記
録
」
で
は 

「
慈
福
寺
ニ
明
山
補
住

ほ
じ
ゅ
う

仕
つ
か
ま
つ
り

居お
り

候
」
と
な
っ
て
い
る
。「
補
住
」
は
、
「
住
に
補
す
、
つ
ま
り
住
僧 

の
職
に
任
ず
る
」
と
い
う
意
味
か
。 

※
３
．
震
龍
の
誤
り
か
。
震
龍
と
明
山
を
取
り
違
え
て
い
る
よ
う
だ
。 

 
 
 

震
龍
景け

い

春
し
ゅ
ん

は
法
性
寺

ほ
う
し
ょ
う
じ

二
世
で
、
没
年
は
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
十
二
月
二
日
。 

家
康
が
越
ヶ
谷
に
来
た
頃
（
一
五
九
一
年
か
）
に
は
既
に
半
世
紀
前
に
没
し
て
い
る
。 

震
龍
（
保ほ

う

正
寺

し
ょ
う
じ

を
天
台
宗
か
ら
曹
洞
宗
に
改
宗
し
、
法
性
寺
と
書
き
改
め
た
の
で
法
性
寺
の
中
興
で 

も
あ
る
の
か
）
は
、
明
山
の
師
匠
で
あ
る
た
め
敬
意
を
表
し
て
開
山
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

※
４
．
浄
山
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
家
康
の
福
徳
印
の
あ
る
朱
印
状
の
日
付
が
「
天
正
十
九
年
十
一
月
」
と 

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
康
が
鷹
狩
の
た
め
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ
れ
ば
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）

十
一
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

※
５
．
浄
山
寺
の
本
尊
は
、
延
命
地
蔵
尊
。「
片
目
地
蔵
」
と
も
呼
ば
れ
た
。
片
目
地
蔵
に
つ
い
て
は
こ
の 

項
（
野
島
村
）
の
最
後
に
紹
介
す
る
。 

※
６
．
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
で
は
明
山
が
浄
山
寺
の
中
興
と
な
っ
て
い
る
。 

浄
山
寺
で
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
五
月
十
七
日
没
の
二
十
二
世
洞
嶽
泰
宗
が
中
興
と
し
て
い
る
。 
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※
７
．「
常
福
寺
」
に
つ
い
て
は
不
明
。 

[
片
目
地
蔵
の
伝
説]

（
本
間
清
利
著
「
越
谷
ふ
る
さ
と
散
歩
（
上
）」
160
頁
～
161
頁
よ
り
抜
粋
） 

 

「（
浄
山
寺
の
本
尊
の
地
蔵
が
）
あ
る
と
き
堂
舎
を
出
て
村
を
出
歩
い
て
い
た
と
き
茶
ノ
木
で
片
眼
を
つ
き
刺
し

血
が
涙
と
と
も
に
流
れ
で
た
。
そ
こ
で
地
蔵
は
山
門
前
の
池
で
眼
の
血
を
洗
い
流
し
た
と
こ
ろ
、
池
の
魚
は
す
べ

て
片
目
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
人
び
と
は
い
つ
か
こ
の
地
蔵
を
片
目
地
蔵
と
呼
ん
だ
と
い
う
」 

「
こ
の
片
目
地
蔵
の
伝
説
に
関
し
て
は
、
寺
伝
に
よ
る
と
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
僧
侶
の
姿
に
身
を
か
え
た

（
浄
山
寺
の
本
尊
の
）
地
蔵
が
錫

し
ゃ
く

杖
じ
ょ
う

を
振
り
な
が
ら
民
衆
の
教
化
に
勤
め
て
い
た
が
、
あ
る
と
き
茶
園
（
茶
畑
）

で
眼
を
傷
つ
け
た
。
そ
こ
で
当
時
の
住
職
が
出
歩
か
な
い
よ
う
に
と
地
蔵
の
背
に
く
ぎ
を
打
ち
鉄
の
鎖
で
地
蔵
を

つ
な
い
だ
が
、
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
と
き
に
住
職
が
こ
れ
を
見
る
に
偲し

の

び
ず
、
地
蔵
の
背
か
ら
く
ぎ
を
抜

き
鎖
を
解
い
た
と
伝
え
る
。 

こ
う
し
た
故
事
か
ら
野
島
の
農
家
で
は
古
く
か
ら
茶
の
栽
培
は
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。」 

  

〇
後 う

し

谷 ろ
や

村 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
越
ヶ
谷
領
に
属
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

後
谷
村
は
江
戸
よ
り
六
里
余

あ
ま
り

を
隔へ

だ

つ
、
家い

え

数か
ず

十
六
、
東
は
荻
島

お
ぎ
し
ま

村
、
南
は
西
新
井

に

し

あ
ら

い

村
、
西
北
は
釣か

ぎ

上あ
げ

村
な
り
、

用
水
は
末
田

す

え

だ

村
溜た

め

井い

よ
り
引ひ

き

来き
た

れ
り
、
村
の
広
さ
東
西
へ
四
里
、
南
北
五
里
許

ば
か
り

、
又
隣
村
西に

し

新
井

あ

ら

い

村
の
内
（
東
側
）

に
当
村
（
後
谷
村
）
の
地
あ
り
、
其そ

の

広
さ
東
西
へ
三
町
。
南
北
十
町
余

あ
ま
り

、
民み

ん

戸こ

十
五
あ
り
、
共
に

古
い
に
し
え

よ
り
御
料

ご
り
ょ
う

所し
ょ

（
幕
府
の
直
轄
領
）
な
り
し
が
（
※
１
）、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
五
月
（
※
２
）、
米
倉

よ
ね
く
ら

丹
後

た
ん
ご
の

守か
み

に
賜た

ま

はわ

れ
り
、
検
地
は
寛
永

か
ん
え
い

六
年
（
一
六
二
九
）
九
月
糺た

だ

せ
り
（
改
め
直
す
）、
後
、
延
宝

え
ん
ぽ
う

元
年
（
一
六
七
八
）
七
月
、
岡

田
五
郎
太
夫
見
取
場

み

と

り

ば

（
※
３
）
を
改
め
、
こ
ゝ
も
今
丹
後

た
ん
ご
の

守か
み

の
子
孫
領
す
、 

高
札
場

こ
う
さ
つ
ば 

村
の
東
に
あ
り
、 

 

小
名

こ

な 

葭
谷

あ

し

や

組
、
内
谷

う

ち

や

耕
地 

稲
荷
社 

村
の
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

に
て
、
光
明
院

こ
う
み
ょ
う
い
ん

の
持も

ち

（
持
ち
分
）、 

光
明
院

こ
う
み
ょ
う
い
ん

（
※
４
） 

新
義
真
言
宗
、
瓦

か
わ
ら

曽
根
村

そ

ね

む

ら

照
し
ょ
う

蓮
院

れ
ん
い
ん

門
徒
な
り
、
本
尊
薬
師
を
安
ず
（
安
置
し
た
）、 

天 て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

観
音
堂

か
ん
の
ん
ど
う 

 

※
１
．「
古
よ
り
御
料
所
な
り
し
が
」
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
。
西
新
井
村
の
※
１
を
参
照
。
土
屋
領
で
あ
っ
た
。 

※
２
．
秦
野
秀
明
氏
著
【
寛
文
二
年(

一
六
六
二)

二
月
二
十
二
日
以
降
の
「
越
ヶ
谷
領
内
」
土
屋
領
の
変
遷
】
に 

 
 

よ
る
と
、「
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
正
月
十
一
日
の
誤
り
」
と
し
て
い
る
。 

※
３
．
見
取
場

み

と

り

ば

と
は
、
江
戸
時
代
、
新
田
を
開
発
し
て
未
だ
土
地
が
劣
悪
な
た
め
、
見
取
り
（
収
穫
高
が 

一
定
し
な
い
た
め
納の

う

米ま
い

高だ
か

の
定
め
に
く
い
土
地
を
、
毎
年
坪
刈

つ
ぼ
が
り

し
て
納
米
高
を
定
め
る
こ
と
）
に
よ
っ 
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て
軽
い
年
貢
を
課
し
た
耕
地
。（「
広
辞
苑
」） 

※
４
．
光
明
院
は
現
在
の
根ね

郷ご
う

自
治
会
館
に
あ
っ
た
。「
根
郷
」
は
村
の
発
祥
地
の
地
域
に
よ
く
名
付
け
ら 

れ
る
。 

  

〇
砂
原

す
な
は
ら

村 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
越
ヶ
谷
領
に
属
す
る
。 

砂
原
村
は
江
戸
よ
り
行
程
七
里
、
家い

え

数か
ず

六
十
四
（
戸
）、
東
は
荻
島

お
ぎ
し
ま

村
、
南
は
末
田

す

え

だ

村
、
西
は
小
曽
川

お

そ

が

わ

村
、 

北
は
元
荒
川
を
隔へ

だ

て
ゝ
大
道

お
お
み
ち

・
大
竹

お
お
た
け

の
二
村
な
り
、
東
西
八
町
、
南
北
十
八
町
、
領
主
の
遷せ

ん

替た
い

（
移
し
か
わ
る

こ
と
）
検
地
の
年
代
・
用
水
等
す
べ
て
前
村
に
同
じ
（
※
１
）、
又
少

許

す
こ
し
ば
か
り

の
新
田
あ
り
、
寛か

ん

文ぶ
ん

十
三
年 

（
一
六
七
三
）
二
月
、
岡
田
五
郎
太
夫
糺た

だ

せ
り
（
改
め
直
し
た
）
、 

高
札
場

こ
う
さ
つ
ば 

村
の
東
に
あ
り
、 

 

小
名

こ

な 

東
組
、
前
原

ま
え
は
ら

組 

元
荒
川

も
と
あ
ら
か
わ 

村
の
北
を
流
る
、
川
幅
二
十
八
間
許ば

か

り
、
川
添

か
わ
ぞ
い

に
堤

つ
つ
み

を
設も

う

く
、 

聖
動
院

し
ょ
う
ど
う
い
ん

（
※
２
）
新
義
真
言
宗
、
末
田
村

す
え
だ
む
ら

金
剛
院
門
徒
、
砂
原
山
と
号
す
、
不
動
を
本
尊
と
す
、 

稲
荷
社 

 

天
神
社 

不
動
堂
（
※
３
） 

○
弥
陀

み

だ

堂 

聖
動
院
の
持 も

ち

（
持
ち
分
）
、 

 

※
１
，
前
村
と
は
後
谷
村
を
さ
す
。「
す
べ
て
前
村
と
同
じ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
後
谷
村
と 

同
様
に
砂
原
村
も
「

古
い
に
し
え

よ
り
御
料

ご
り
ょ
う

所
」
と
な
る
が
、
そ
れ
も
誤
り
だ
と
し
て
い
る
。
土
屋
氏
の
領
地
だ
っ 

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
西
新
井
村
の
※
１
を
参
照
。 

※
２
．
聖
動
院
そ
ば
に
は
、
現
在
砂
原
村
の
鎮
守
、
久
伊
豆
社
が
あ
る
。
文
化
文
政
年
間
の
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

 
 

に
は
、
砂
原
村
の
鎮
守
は
小
曽
川
に
あ
る
久
伊
豆
神
社
で
あ
っ
て
、
砂
原
村
の
村
内
に
は
久
伊
豆
神
社
は 

 
 

ま
だ
置
か
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
明
治
８
年
の
郡
村
誌
に
は
砂
原
村
に
久
伊
豆
社
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が 

わ
か
る
が
、
村
社
（
江
戸
時
代
の
鎮
守
に
あ
た
る
）
と
し
て
で
は
な
く
、
一
つ
格
の
低
い
「
平
社
」
と
し
て 

い
る
。 

※
３
．
不
動
堂
は
、
現
存
し
て
い
る
。 


